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水無月 
 

風薫る、爽やかな五月も過ぎ、梅雨入り前のこの時季を、 

麦秋と呼びます。風にない薫りを感じ、麦の実りに秋をみる。 

想像力は、目に見えるこの世界を耕して、さもない日常に 

豊かな実りをもたらしてくれます。 

読書によって、さまざまな実りをもたらしてください。 

（『心ときめくことばの 12か月』参照 ） 

文化講演会  

５月２３日、講師に枡野浩一先生をお迎えし、高校生のための文化講演会が開かれました。  

主催の公益財団法人一ツ橋文芸教育振興会より『集英社文庫１００冊』及び講師著書が寄贈されました。 

是非図書室に借りに来てください。 

  

 

 

新任の先生が紹介するおすすめの本 （１回目） 

＊上野 右薫先生  ・ 信じて根を張れ！楕円のボールは信じるヤツの前に落ちてくる 

          ・ 負けない作法      （２冊とも岩出雅之） 

 

＊太田 多一先生  ・ 図書館戦争（有川浩） 

          ・ 悲鳴伝（西尾維新） 

 

＊河合 秀樹先生  ・ローマ人の物語（塩野七生） 

 

＊川嶋 康江先生  ・ハツカネズミと人間（ジョン・スタインベック） 

 

＊多賀 美佐子先生 ・こころ（夏目漱石） 

 

＊橋本 正人先生  ・ニュートリノと私（小柴昌俊） 

          ・ニュートリノで探る宇宙と素粒子（梶田隆章） 

 

石川県立金沢伏見高等学校  

図書委員会  
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花のしおり  

 

 

 

 

 

 



 図書室からのお願い 

  いままでに借りた本で、返却期限を 

過ぎているものは 一度返却してくだ 

さい。 

  本を紛失した人は、必ず連絡してく 

ださい。 

  貸出の延長も簡単にできますので、 

返却期限は 必ず守ってください。 



 



＊平野 祐子先生  ・淳子のてっぺん（唯川恵） 

 

＊柳生 敦志先生  ・バカの壁 ・超バカの壁  （２冊とも養老孟司） 

          ・３歳までの天才革命  久保田メソード子どもの感性を最大限に 

                      育てよう（久保田競・久保田カヨ子） 

          ・バカはなおせる（久保田競） 

 

＊山下 可南子先生 ・ポビーとディンガン（ベン・ライス） 

 

    現在、図書室にある本はコーナーに置いてあります。図書室にない本は入り次第 

   コーナーに加える予定です。次回もお楽しみに。 

 

   

 


